
発 表 タ イ ト ル       西川寧による齋藤茂吉の書の評価 

発表者所属名        日本文学研究専攻・国文学研究資料館 

発 表 者 氏 名        佐々木比佐子 

発 表 内 容 

  
 
 

 

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
蔵 

「
芸
術
家
が
芸
術
に
つ
い
て
書
い
た
も

の
は
、
自
分
の
目
的
を
定
義
づ
け
る
場

合
で
さ
え
も
、
当
然
な
が
ら
、
よ
り
実

際
的
で
技
術
的
で
す
。
」
と
は
、
ジ
ョ
セ

フ
・
ダ
ラ
コ
ッ
ト
著
『
美
術
批
評
入
門
』

A
R

T
 
C
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IT
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M

の
な
か
に
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
於
て
も
、

西
川
寧
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
九
）
に

よ
る
齋
藤
茂
吉
（
一
八
八
二
―
一
九

五
三
）
の
書
の
評
価
は
、
興
味
深
い
。
茂

吉
没
後
一
年
の
昭
和
二
十
九
年
に
、

述
べ
ら
れ
た
西
川
寧
の
言
葉
を
眺
め

て
み
よ
う
。 

 
 

會
津
八
一
宛
の
西
川
寧
の
書
簡
に
は
、
「
現
代
人
の

例
と
し
て
尊
翰
と
齋
藤
茂
吉
翁
の
歌
と
二
つ
だ
け
示
し

度
と
存
候
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
十

九
年
六
月
二
十
四
日
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
放
送
内
容

に
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
原
稿
は
、
『
書
品
』

誌
第
五
十
五
号
に
「生
活
と
書
道
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
茂
吉
の
書
が
語
ら
れ
て

い
る
。
「
…
筆
者
の
氣
分
な
り
感
覺
な
り
が
、
い
か
に
も

よ
く
出
て
い
て
、
そ
の
人
が
な
つ
か
し
ま
れ
ま
す
。
」 

 
 

西
川
寧
は
、
茂
吉
と
は
面
識
が
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
な
つ
か
し
ま
れ
ま
す
。
」と
述
べ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
な
つ
か
し
」
の
語
を
考
察
す
る
と
、
西
川
寧
と
い

う
人
の
「
体
験
」
が
う
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
昭
和
三
十

一
年
の
『
書
品
』
誌
第
七
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
明
治

大
正
歌
人
展
」
の
文
中
に
は
、
「
茂
吉
の
名
が
出
な
い
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
西
川
の
学
生
時
代
の
話
が
述
べ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
西
川
寧
の
ご
尊
父
、
西
川
春
洞
翁
は
、

茂
吉
の
開
成
中
学
時
代
の
書
の
師
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

書
家
中
林
梧
竹
の
存
在
が
か
ら
み
、
西
川
寧
と
茂
吉
の

間
に
は
、
時
間
を
超
え
た
ド
ラ
マ
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

東
京
国
立
博
物
館
蔵


